
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 12 気体②      ※一部，中 3分野の中和を含む 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（筑波大附高） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

（1）＜実験 1＞において，10.0cm3の X と過不足なく反応するアルミニウムの質量は，図 1 より 0.1g

とわかる。よって，0.2gのアルミニウムを入れると，0.2－0.1 = 0.1〔g〕のアルミニウムが残る。

一方，＜実験 2＞において，10.0cm3の Yと過不足なく反応するアルミニウムの質量は，図 2より

0.3gとわかる。よって，0.2gのアルミニウムはすべて反応し，アルミニウムは残らない。 

以上より，もっとも適切な記号はアとわかる。 

 ア 

 

 

（2）Xと Yを混合すると中和が起こる。＜実験 3＞より，混合する Xと Yが同じ体積のとき，ちょう

ど過不足なく中和することがわかる。よって，7.5cm3の Xと 2.5cm3の Yを混合すると，Xが， 

7.5－2.5 = 5.0〔cm3〕残ることになる。図 1より，5.0cm3の Xと過不足なく反応するアルミニウム

の質量は，0.1〔g〕×  = 0.05〔g〕とわかるので，中和後の混合液に 0.20gのアルミニウムを入れ

ると，0.20－0.05 = 0.15〔g〕のアルミニウムがとけ残る。このとき発生する水素の体積は，Xの体

積に比例するので，発生する水素の体積は，136 ×  = 68〔cm3〕と求められる。 

 ア 

 

 

（3）2.5cm3の Xと 7.5cm3の Yを混合すると，Xと Yが 2.5cm3ずつ中和し，7.5－2.5 = 5.0〔cm3〕の Y

が残る。図 2より，10.0cm3の Yと過不足なく反応するアルミニウムの質量は 0.3gなので，5.0cm3

の Yと過不足なく反応するアルミニウムの質量は，0.3 ×  = 0.15〔g〕とわかる。よって，混合

液に 0.20gのアルミニウムを入れると，0.20－0.15 = 0.05〔g〕のアルミニウムがとけ残る。このと

き発生する水素の体積は，Yの体積に比例するので，発生する水素の体積は，408 ×  = 204〔cm3〕

と求められる。 

 ウ 

解 

塾技 12  補充問題 解答・解説 
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